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第6図　南北に走るV字型断面の溝（J15）

3　さまざまな溝
　別堀十二天遺跡第Ⅱ・Ⅹ地点（J2・J10）で発見された周溝墓と推定される上端幅
約3.3～4ｍ以上を測る断面逆台形の弥生時代後期から古墳時代前期の大溝を筆頭に、
近年この地域では多様な溝がみつかっています（第5図）。第ⅩⅤ地点（J15）では、
上端幅約1.8ｍ、確認面からの深さ約0.8mのV字の断面形の溝が確認され、北側隣接
地の第ⅩⅣ地点（J14）に続いていました（第6図、写真7）。そしてさらに北側の第
ⅩⅢ地点（J13）東側でも、わずかにその痕跡が確認できました。

　このほか、本書の第Ⅳ章でご紹
介しますが、第ⅩⅢ地点（J13）か
らは調査区北側に沿って上端幅
3.6m以上、確認面からの深さ約1.2
ｍの規模となるU字型の大型溝が
検出されました。時期は中世に比定
され、溝の底からウマの下顎骨がま
とまって出土しました。第ⅩⅡ地点
（J12）でも中世の東西方向の溝が
見つかっていますが、上端幅は約
1.6ｍ、確認面からの深さは約0.8m
の断面形は逆台形を呈しています。

　大きさや形の違いから、
第ⅩⅢ地点の中世の大溝
とは性格の異なる遺構で
あると考えられます。
　また、試掘調査しか実
施していないため、詳細
は不明ですが、第ⅩⅥ地
点（J16）では南北方向の
溝が、第ⅩⅦ地点（J17）
では東西方向の近世の溝
が検出されています。写真7　溝の検出状況（南西から）（J15）
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Ⅲ　低地部の調査

１　水鳥文様の鏡の発見
　別堀前田遺跡第Ⅰ地点（M1）では、古墳時代前期の完形の銅鏡が溝（自然流路）
の中から見つかりました。この鏡の文様は、嘴を開けた水鳥6羽と乳（円形の模様）
が交互に配置されているものです。古墳時代には鳥形埴輪が作られはじめるほか、
石室に鳥が描かれるなど、祀りの場において鳥の文様が象徴的に用いられています。
水鳥の文様や乳は中国からの舶載鏡を元に日本列島で製作された倭鏡に多くみられ
るものです。この鏡には、小さな孔が開けられています（裏表紙参照）。そして、
この孔の内面は摩耗していることから、紐状のものを通して吊るして使用されたと
考えられます。
　いにしえの別堀に暮らした人びとは、この鏡を吊るし太陽の光を反射させて、大
空へ飛び去る水鳥のモチーフに思いを託し、あの世への祈りを捧げていたのでしょ
うか。当時の精神世界に迫る貴重な資料の発見として注目されます。

くちばし にゅう

写真8　水鳥の文様と乳（M1）

第7図　銅鏡の出土位置（M1）

銅鏡1 号溝
A

B

１ ２ ３

0 2m

第8図　銅鏡の実測図（M1）

０ ２cm

あな



2　発掘された多様な木製品
　別堀前田遺跡第Ⅱ～Ⅳ・Ⅵ地点（M2～M4・
M6）の調査では、北西から東側に続く木組
み遺構が見つかりました。この遺構は、板材
を横に並べ、杭で固定したものであり、建
築部材や梯子と推定される木材も転用され
ていました。横板は、約60～80cmの間隔
で杭によって留められており、西から東へ
80cm以上の高低差で傾斜していました。
　標高の高い第Ⅱ地点（M2）の遺構の残り
が最も良好であり、一番東側の調査地点で
ある第Ⅵ地点（M6）の調査では、杭列のみで、
横板は残っていませんでした。
　これらの木組み遺構は、古墳時代前期に
構築された水路または水田などの水田耕作
に伴う遺構の一部であると考えられます。
　出土遺物としては、古墳時代～平安時代
のものが出土しており、特に木製品が良い
状態で多数出土したことが特筆されます。
柄付木製品、木槽、田下駄、糸巻き具、梯
子、曲物、丸木弓や板材など、当時の人び
との暮らしぶりを想起させる多様な道具が
見つかりました。
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写真11　出土した柄付木製品（M2） 写真12　出土した木槽（M2）

写真9　木組み遺構検出状況（東から）（M2）

写真10　木組み遺構の間仕切り（東から）（M2）



　木製品以外では、弥生時代後期から古墳時代前期の土器、古墳時代後期から奈良・
平安時代の土師器、須恵器、灰釉陶器や瓦が出土しています。
　また、桃の種が多量に出土していることや先端の焦げた小さな板状の木片が出土
していることも特色の一つとしてあげられます。
　別堀遺跡群の北側には千代や永塚といった奈良・平安時代に郡家や寺院が造られ
た場所があります。水田耕作に伴う遺構の発見により、この地域一帯は台地上に造
られた集落をささえる生産域の一つとして重要な役割を果たしていたことがわかっ
てきました。
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写真15　転用された梯子の出土状況（北から）（M3）

写真13　木組み遺構検出状況（北東から）（M3） 写真14　木組み遺構検出状況（北西から）（M3）
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第9図　転用される前の梯子のイメージ（M4出土梯子を元に作成）
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写真20　板材に転用され、段差が削られた梯子（M3）

　これまでも小田原市内では、千代南原遺跡第ⅩⅢ地点や千代南原遺跡第ⅩⅩⅨ地点、
下曽我遺跡第1次調査などで古墳時代から奈良・平安時代の梯子が出土しています。
これらの梯子は、収穫された穀物を貯蔵するための高床式倉庫の入り口部分などにかけ
られて使用されたものだと考えられています。梯子の下端は逆V字に切り込みが入れら

れており、安定して地面に固定
できるような工夫がされていま
す。上り下りするためのステッ
プは、一本の木に切り込みを
入れて削り出されているものが
多くみられます。そして、長さ
は2ｍを超えるものも見つかっ
ていますので、高さのある倉庫
などの建物の存在が示唆され
ます。別堀周辺で多くの梯子
が出土していることから、この
辺りに多くの倉庫群が存在して
いたものと推測されます。

写真16　田下駄（M2） 写真17　糸巻き具か？（M2）

写真18　木製品の脚部（M3） 写真19　出土した桃の種
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第10図　古代の森戸川流域のイメージ（画：大島慎一）

　集落域の展開という点では、これまでの調査で古墳時代から奈良・平安時代の集
落跡が弥生時代後期から古墳時代前期の集落跡よりもさらに低地部まで広がってい
ることが明らかになっています。この集落域の拡大が千代寺院跡の創建に伴うもの
かはわかりませんが、土地利用が変化していく様子がみてとれます。
　低地部では、台地上の遺跡では残りにくい木製品や植物遺存体などが残っている
場合があります。台地上で出土することの少ない木
製品が確認されることで、土器や石器だけではわか
らない当時の生活を推測することができます。
　また、別堀遺跡群は千代寺院跡にも近接していま
すが、寺院関連遺構などは見つかっていません。墨書
土器は数点出土していますが、木簡などは出土してい
ません。別堀十二天遺跡第Ⅶ地点（J7）で仏教行事
に使用される青銅製散蓮華形小匙が出土しています。
これは県内4例目の出土であり、千代寺院跡との関
わりが推測されます。

千代寺院跡

足下郡家

森戸川

古代東海道

酒匂川

千代寺院跡千代寺院跡

足下郡家足下郡家

森戸川森戸川

古代東海道古代東海道

酒匂川酒匂川

写真21　青銅製散蓮華形小匙（J7）

せいどうせいちりれん げ がた こ さじ
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中世前期の様相に少しずつ光が当てられるようになってきました。
　別堀十二天遺跡第ⅩⅢ地点（J13）では、大型の溝の下層に動物骨が集中して見
つかりました（写真22・23）。出土した動物骨の分析はまだ整理途中のため未了で
すが、馬の骨が主体となるようです。そして、下顎骨がまとまって出土しているなど、
出土部位に偏りが見られます。この溝の動物骨と同じレベルの覆土からは、宝篋印
塔の反花座が出土しています。
　馬の飼育が本格化するのは5世紀頃です。朝鮮半島南部から馬飼集団の移住とと
もに馬を生活に用いる文化がもたらされ、日本列島でも馬の生育・繁殖に成功する
と馬を用いた生活様式は広く普及していくことになります。馬は軍事・輸送・農耕
に用いられるだけでなく、その肉や皮もあますことなく利用されたようです。
　平城京や平安京に代表されるような古代都城においても馬歯や馬骨は数多く出土
しており、溝や自然流路から出土する散乱状態の動物骨は、官営の斃牛馬処理に伴
う皮革生産の痕跡であると指摘されています。また、牛馬は交通や運搬の手段とし
て重宝されたことから、牛馬を生産し放牧する土地と施設を「牧」と呼び、諸国に

（写真26～31）をはじめ、折敷（写真32）や下駄（写真33）、曲物（写真34）など多
様な木製品が出土しました。小田原城周辺の調査ではこのような木製品は多く見つ
かりますが、酒匂川以東での出土例はあまり多くないため、注目されます。周辺では、
別堀十二天遺跡第Ⅸ地点（J9）や別堀十二天遺跡第ⅩⅧ（J18）地点、下堀広坪遺跡
第Ⅰ地点でも木地椀や漆器椀が出土しています。
　特に、「丸に鶴」の文様は、小田原城周辺では中宿町遺跡第Ⅱ地点や小田原城三の
丸箱根口跡第Ⅱ地点、小田原城下筋違橋町遺跡第Ⅸ地点などでも見つかっています。

Ⅳ　別堀に残る中世以降の痕跡

1　みつかった多量の馬の骨
　平安時代後期（10世紀頃）になると、相模国全域で遺跡の数が減少し、遺構の数
も少なくなるという傾向があります。足柄平野ではその状況が中世前期まで続き、
国府津三ツ俣遺跡第ⅩⅢ地点などで中世前期の農村の一部と考えられる掘立柱建物
群が見つかっていますが、発掘調査で中世前期以降の遺構が見つかることは稀です。
　別堀遺跡群周辺では、現在の小田原厚木道路を隔てた南西側の下堀の低地で下堀
宮ノ脇遺跡第Ⅰ地点の試掘調査で12世紀末の完形の三筋壺がみつかりました。また、
元は甲斐武田氏の家臣であった志村氏の居館とされる下堀方形居館（囲郭）の北西
側では、平成18年（2006）に下堀広坪・下堀塚田町遺跡第Ⅰ地点の調査が行われ、
13世紀から16世紀ごろに位置づけられる堀や掘立柱建物跡などが検出されました。
　このように、発掘調査件数の増加により、これまで謎に包まれていた足柄平野の

写真22　溝の中から出土した馬の骨（J13）

さんきん こ

設置されました。小田原市内にも市内
西側に「早川牧」が設置されています。
　中世以降も馬は農耕や武芸に用いら
れるなど、人びとの暮らしに欠かせない
動物でした。特に東日本では、同じ家畜
でも牛よりも馬の方が好んで飼育され
たようです。これらの様子から、馬を軍
用として飼育しながら、農耕にも使用し
ていた水田経営者としての武士の姿を
想像することができます。
　小田原市内でも、天神山1号墳で古墳
時代の鉄製馬具が出土するなど、古く
から馬が人びとと共に生活していた様
子がうかがえます。別堀で出土した馬
の骨が何故この場所に埋められたのか
明らかにするためには更なる検討と、周
辺の調査成果で検出された溝やピット群の精査と合わせて検討する必要があります。

2　さまざまな生活の道具
　古墳時代前期の木組み遺構がみつかった別堀前田遺跡第Ⅱ～Ⅵ地点（M2～6）の
すぐ南側に位置する別堀前田遺跡第Ⅴ地点（M5）の調査では、中世以降の溝から椀



中世前期の様相に少しずつ光が当てられるようになってきました。
　別堀十二天遺跡第ⅩⅢ地点（J13）では、大型の溝の下層に動物骨が集中して見
つかりました（写真22・23）。出土した動物骨の分析はまだ整理途中のため未了で
すが、馬の骨が主体となるようです。そして、下顎骨がまとまって出土しているなど、
出土部位に偏りが見られます。この溝の動物骨と同じレベルの覆土からは、宝篋印
塔の反花座が出土しています。
　馬の飼育が本格化するのは5世紀頃です。朝鮮半島南部から馬飼集団の移住とと
もに馬を生活に用いる文化がもたらされ、日本列島でも馬の生育・繁殖に成功する
と馬を用いた生活様式は広く普及していくことになります。馬は軍事・輸送・農耕
に用いられるだけでなく、その肉や皮もあますことなく利用されたようです。
　平城京や平安京に代表されるような古代都城においても馬歯や馬骨は数多く出土
しており、溝や自然流路から出土する散乱状態の動物骨は、官営の斃牛馬処理に伴
う皮革生産の痕跡であると指摘されています。また、牛馬は交通や運搬の手段とし
て重宝されたことから、牛馬を生産し放牧する土地と施設を「牧」と呼び、諸国に
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（写真26～31）をはじめ、折敷（写真32）や下駄（写真33）、曲物（写真34）など多
様な木製品が出土しました。小田原城周辺の調査ではこのような木製品は多く見つ
かりますが、酒匂川以東での出土例はあまり多くないため、注目されます。周辺では、
別堀十二天遺跡第Ⅸ地点（J9）や別堀十二天遺跡第ⅩⅧ（J18）地点、下堀広坪遺跡
第Ⅰ地点でも木地椀や漆器椀が出土しています。
　特に、「丸に鶴」の文様は、小田原城周辺では中宿町遺跡第Ⅱ地点や小田原城三の
丸箱根口跡第Ⅱ地点、小田原城下筋違橋町遺跡第Ⅸ地点などでも見つかっています。

1　みつかった多量の馬の骨
　平安時代後期（10世紀頃）になると、相模国全域で遺跡の数が減少し、遺構の数
も少なくなるという傾向があります。足柄平野ではその状況が中世前期まで続き、
国府津三ツ俣遺跡第ⅩⅢ地点などで中世前期の農村の一部と考えられる掘立柱建物
群が見つかっていますが、発掘調査で中世前期以降の遺構が見つかることは稀です。
　別堀遺跡群周辺では、現在の小田原厚木道路を隔てた南西側の下堀の低地で下堀
宮ノ脇遺跡第Ⅰ地点の試掘調査で12世紀末の完形の三筋壺がみつかりました。また、
元は甲斐武田氏の家臣であった志村氏の居館とされる下堀方形居館（囲郭）の北西
側では、平成18年（2006）に下堀広坪・下堀塚田町遺跡第Ⅰ地点の調査が行われ、
13世紀から16世紀ごろに位置づけられる堀や掘立柱建物跡などが検出されました。
　このように、発掘調査件数の増加により、これまで謎に包まれていた足柄平野の 写真23　馬の下顎骨がまとまって出土（J13）
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設置されました。小田原市内にも市内
西側に「早川牧」が設置されています。
　中世以降も馬は農耕や武芸に用いら
れるなど、人びとの暮らしに欠かせない
動物でした。特に東日本では、同じ家畜
でも牛よりも馬の方が好んで飼育され
たようです。これらの様子から、馬を軍
用として飼育しながら、農耕にも使用し
ていた水田経営者としての武士の姿を
想像することができます。
　小田原市内でも、天神山1号墳で古墳
時代の鉄製馬具が出土するなど、古く
から馬が人びとと共に生活していた様
子がうかがえます。別堀で出土した馬
の骨が何故この場所に埋められたのか
明らかにするためには更なる検討と、周
辺の調査成果で検出された溝やピット群の精査と合わせて検討する必要があります。

2　さまざまな生活の道具
　古墳時代前期の木組み遺構がみつかった別堀前田遺跡第Ⅱ～Ⅵ地点（M2～6）の
すぐ南側に位置する別堀前田遺跡第Ⅴ地点（M5）の調査では、中世以降の溝から椀



中世前期の様相に少しずつ光が当てられるようになってきました。
　別堀十二天遺跡第ⅩⅢ地点（J13）では、大型の溝の下層に動物骨が集中して見
つかりました（写真22・23）。出土した動物骨の分析はまだ整理途中のため未了で
すが、馬の骨が主体となるようです。そして、下顎骨がまとまって出土しているなど、
出土部位に偏りが見られます。この溝の動物骨と同じレベルの覆土からは、宝篋印
塔の反花座が出土しています。
　馬の飼育が本格化するのは5世紀頃です。朝鮮半島南部から馬飼集団の移住とと
もに馬を生活に用いる文化がもたらされ、日本列島でも馬の生育・繁殖に成功する
と馬を用いた生活様式は広く普及していくことになります。馬は軍事・輸送・農耕
に用いられるだけでなく、その肉や皮もあますことなく利用されたようです。
　平城京や平安京に代表されるような古代都城においても馬歯や馬骨は数多く出土
しており、溝や自然流路から出土する散乱状態の動物骨は、官営の斃牛馬処理に伴
う皮革生産の痕跡であると指摘されています。また、牛馬は交通や運搬の手段とし
て重宝されたことから、牛馬を生産し放牧する土地と施設を「牧」と呼び、諸国に
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（写真26～31）をはじめ、折敷（写真32）や下駄（写真33）、曲物（写真34）など多
様な木製品が出土しました。小田原城周辺の調査ではこのような木製品は多く見つ
かりますが、酒匂川以東での出土例はあまり多くないため、注目されます。周辺では、
別堀十二天遺跡第Ⅸ地点（J9）や別堀十二天遺跡第ⅩⅧ（J18）地点、下堀広坪遺跡
第Ⅰ地点でも木地椀や漆器椀が出土しています。
　特に、「丸に鶴」の文様は、小田原城周辺では中宿町遺跡第Ⅱ地点や小田原城三の
丸箱根口跡第Ⅱ地点、小田原城下筋違橋町遺跡第Ⅸ地点などでも見つかっています。

1　みつかった多量の馬の骨
　平安時代後期（10世紀頃）になると、相模国全域で遺跡の数が減少し、遺構の数
も少なくなるという傾向があります。足柄平野ではその状況が中世前期まで続き、
国府津三ツ俣遺跡第ⅩⅢ地点などで中世前期の農村の一部と考えられる掘立柱建物
群が見つかっていますが、発掘調査で中世前期以降の遺構が見つかることは稀です。
　別堀遺跡群周辺では、現在の小田原厚木道路を隔てた南西側の下堀の低地で下堀
宮ノ脇遺跡第Ⅰ地点の試掘調査で12世紀末の完形の三筋壺がみつかりました。また、
元は甲斐武田氏の家臣であった志村氏の居館とされる下堀方形居館（囲郭）の北西
側では、平成18年（2006）に下堀広坪・下堀塚田町遺跡第Ⅰ地点の調査が行われ、
13世紀から16世紀ごろに位置づけられる堀や掘立柱建物跡などが検出されました。
　このように、発掘調査件数の増加により、これまで謎に包まれていた足柄平野の

設置されました。小田原市内にも市内
西側に「早川牧」が設置されています。
　中世以降も馬は農耕や武芸に用いら
れるなど、人びとの暮らしに欠かせない
動物でした。特に東日本では、同じ家畜
でも牛よりも馬の方が好んで飼育され
たようです。これらの様子から、馬を軍
用として飼育しながら、農耕にも使用し
ていた水田経営者としての武士の姿を
想像することができます。
　小田原市内でも、天神山1号墳で古墳
時代の鉄製馬具が出土するなど、古く
から馬が人びとと共に生活していた様
子がうかがえます。別堀で出土した馬
の骨が何故この場所に埋められたのか
明らかにするためには更なる検討と、周
辺の調査成果で検出された溝やピット群の精査と合わせて検討する必要があります。

2　さまざまな生活の道具
　古墳時代前期の木組み遺構がみつかった別堀前田遺跡第Ⅱ～Ⅵ地点（M2～6）の
すぐ南側に位置する別堀前田遺跡第Ⅴ地点（M5）の調査では、中世以降の溝から椀

写真24　井戸と無数のピット群（南から）（J9）

写真25　東西にのびる溝（北東から）（J12）

写真26　漆椀の出土状況と「丸に鶴」の文様（M5）



中世前期の様相に少しずつ光が当てられるようになってきました。
　別堀十二天遺跡第ⅩⅢ地点（J13）では、大型の溝の下層に動物骨が集中して見
つかりました（写真22・23）。出土した動物骨の分析はまだ整理途中のため未了で
すが、馬の骨が主体となるようです。そして、下顎骨がまとまって出土しているなど、
出土部位に偏りが見られます。この溝の動物骨と同じレベルの覆土からは、宝篋印
塔の反花座が出土しています。
　馬の飼育が本格化するのは5世紀頃です。朝鮮半島南部から馬飼集団の移住とと
もに馬を生活に用いる文化がもたらされ、日本列島でも馬の生育・繁殖に成功する
と馬を用いた生活様式は広く普及していくことになります。馬は軍事・輸送・農耕
に用いられるだけでなく、その肉や皮もあますことなく利用されたようです。
　平城京や平安京に代表されるような古代都城においても馬歯や馬骨は数多く出土
しており、溝や自然流路から出土する散乱状態の動物骨は、官営の斃牛馬処理に伴
う皮革生産の痕跡であると指摘されています。また、牛馬は交通や運搬の手段とし
て重宝されたことから、牛馬を生産し放牧する土地と施設を「牧」と呼び、諸国に

（写真26～31）をはじめ、折敷（写真32）や下駄（写真33）、曲物（写真34）など多
様な木製品が出土しました。小田原城周辺の調査ではこのような木製品は多く見つ
かりますが、酒匂川以東での出土例はあまり多くないため、注目されます。周辺では、
別堀十二天遺跡第Ⅸ地点（J9）や別堀十二天遺跡第ⅩⅧ（J18）地点、下堀広坪遺跡
第Ⅰ地点でも木地椀や漆器椀が出土しています。
　特に、「丸に鶴」の文様は、小田原城周辺では中宿町遺跡第Ⅱ地点や小田原城三の
丸箱根口跡第Ⅱ地点、小田原城下筋違橋町遺跡第Ⅸ地点などでも見つかっています。
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1　みつかった多量の馬の骨
　平安時代後期（10世紀頃）になると、相模国全域で遺跡の数が減少し、遺構の数
も少なくなるという傾向があります。足柄平野ではその状況が中世前期まで続き、
国府津三ツ俣遺跡第ⅩⅢ地点などで中世前期の農村の一部と考えられる掘立柱建物
群が見つかっていますが、発掘調査で中世前期以降の遺構が見つかることは稀です。
　別堀遺跡群周辺では、現在の小田原厚木道路を隔てた南西側の下堀の低地で下堀
宮ノ脇遺跡第Ⅰ地点の試掘調査で12世紀末の完形の三筋壺がみつかりました。また、
元は甲斐武田氏の家臣であった志村氏の居館とされる下堀方形居館（囲郭）の北西
側では、平成18年（2006）に下堀広坪・下堀塚田町遺跡第Ⅰ地点の調査が行われ、
13世紀から16世紀ごろに位置づけられる堀や掘立柱建物跡などが検出されました。
　このように、発掘調査件数の増加により、これまで謎に包まれていた足柄平野の

設置されました。小田原市内にも市内
西側に「早川牧」が設置されています。
　中世以降も馬は農耕や武芸に用いら
れるなど、人びとの暮らしに欠かせない
動物でした。特に東日本では、同じ家畜
でも牛よりも馬の方が好んで飼育され
たようです。これらの様子から、馬を軍
用として飼育しながら、農耕にも使用し
ていた水田経営者としての武士の姿を
想像することができます。
　小田原市内でも、天神山1号墳で古墳
時代の鉄製馬具が出土するなど、古く
から馬が人びとと共に生活していた様
子がうかがえます。別堀で出土した馬
の骨が何故この場所に埋められたのか
明らかにするためには更なる検討と、周
辺の調査成果で検出された溝やピット群の精査と合わせて検討する必要があります。

2　さまざまな生活の道具
　古墳時代前期の木組み遺構がみつかった別堀前田遺跡第Ⅱ～Ⅵ地点（M2～6）の
すぐ南側に位置する別堀前田遺跡第Ⅴ地点（M5）の調査では、中世以降の溝から椀

写真31　漆碗（M5）写真30　漆碗（M5）

写真28　木地皿（M5）

写真27　漆碗（M5）

写真29　漆椀の裏に刻まれた「木の葉」（M5）
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　この鶴の文様にはいくつかのバリエー
ションがあり、北武蔵と南武蔵では翼の
描き方に違いがあります。別堀で見つかっ
たものは、小田原城や葛西城（東京都葛
飾区）の出土例と似ています。

　別堀前田遺跡第Ⅴ地点（M5）では12点の椀が見つかっていますが、箸は1点も出
土しませんでした。椀の出土した溝からは、木製の櫛や鏃（写真35）なども良好な
保存状態で出土しました。また、これらの木製品などとともに、魚の骨の一部も数
点みつかっています。このような木製品や金属製品の出土から、当時の人びとの身
の回りにあった道具の一部を知ることができるため、貴重な発見といえるでしょう。
　別堀十二天遺跡第ⅩⅧ地点（J18）では、井戸と溝の中から漆器椀が4点出土しま
した（第11図）。井戸は、南側に隣接する第Ⅸ地点（J9）でも見つかっていることから、

写真33　下駄（M5）写真32　折敷の一部（M5）

写真34　曲物の一部（M5）

写真36　魚の骨（M5）

写真35　鏃と櫛（M5）



遺構縮尺　1/500

2号井戸（SK03）漆器椀① 2号井戸（SK03）漆器椀②

7号井戸（SK10）漆器椀

2号溝状遺構（E-SD02）漆器椀

西調査区 東調査区
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別堀・高田の位置する№16遺跡の東側には井戸を構築するような土地利用がなされ
ていたことが明らかになってきました（写真24・37）。江戸時代以降の別堀は農村
であったようですが、考古学的には畑の耕作痕などがわずかにその痕跡を現代に伝
えてくれています。
　このように、あらゆるものが「無御座候」と江戸時代の文献に記されていた「別堀村」
ですが、発掘調査を行うと、別の側面が見えてきます。それは、弥生時代後期以降

この地に暮らした人びとが、度重な
る地震などの自然災害と向き合いな
がら住居や水路を造り、限りある資
源を上手に転用しながら水田を営ん
で豊かな暮らしを育んできたことで
す。歴史の表舞台には登場しない土
地ではありますが、ここには根強く

生きた人びとの痕跡が静かに
残されています。

写真37　西調査区（東から）（J18）
（写真：（株）珠流河国文化財調査研究所より）

ござなくそうろう

第11図　井戸から出土した漆器椀（J18）　（提供：（株）珠流河国文化財調査研究所に加筆）
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祭祀具の発達

水稲耕作の本格的な開始

中里遺跡の出現
奴国王、後漢光武帝より金印を受ける

前方後円墳の築造開始

仏教伝来
久野古墳群
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明治9年（1876）の家数8戸

集落で見つかる建物の形

地震の影響を受けた集落

馬の骨（J13）

水鳥文様の鏡（M1）

木製品

漆器椀（M5・J18）

青銅製散蓮華小匙（J7）

下堀宮ノ脇遺跡第Ⅰ地点の
三筋壺、下堀方形居館
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